
〔リサイクル事例集 〕

廃電子 ・電気機器類の破枠 ・分別等 による リサイク リング

(株)リ ー テ ム

1.は じ め に

廃 モータ等 は,素 材 と してみれば,鉄 と銅 との複合体であるが,

リサ イクル原料 と してみ ると,そ の ままでは,鉄 鋼 業 ・非鉄業 と

もに限 られた用途以外 にはなか なか使用 し難い ものである。その

理 由はこの複合体 の強 固な結合状態 にあ る。

本事業 は,そ もそ もこの廃モ ータ等の細破砕 と鉄 ・銅の分離回

収 を 目的にスター トした もので ある。 しか し,わ れわれの豊か さ

を支 えて きた品物 は,利 便性 ・経済性(生 産 一消費側の)を 追求

するあま り,一 旦廃棄 された後 の資源 回収 とい う観点か らす ると

極 めて処理 の困難 な ものが増 えてきて いる。具体的 な例 を挙げれ

ば,OA化,マ ルチメデ ィア化の波にのって,軽 量 ・コ ンパ ク ト

を追求 し続 けて きたOA機 器等(電 子 ・電気 機器 類)の 製 品が

ある。 これ らは,前 述 した 目的のために,さ まざまな素材 を駆使

した結果,資 源 リサイクルの観点 か らは,非 常 にや っかい な存在

となっている.さ らには,資 源 回収 ・環境保全面 において も憂慮

される事態 が予想 されるよ うになってきてい る。本事業 は,こ れ

らを破砕 し,分 離 選別するこ とによ り,既 存 の生産 プロセスの リ

サイクルルー トに乗せ るこ とを狙 って取組み を開始 したものであ

る。本事 業に より,資 源 の回収 と熱エ ネルギーの回収,ひ いては,

シュ レッダー ダス ト問題 にみ られるような環境問題 を も一挙 に改

善する ことが可能 となった。

2.対 象物 と処理 の内容

(1)廃 モー タ(小 型モー タ,シ ュ レッダー処理後の回収モータ)

・配電盤 → 鉄一銅一アル ミの分離回収

(2)山 送 り規格外 スク ラップ→鉄 ・アル ミを分離 除去 し,山 送

りa)(受 入 ・分析評価が可能 なもの と)す るための前処理 を行 う。

(3)種 々の素材 が複合 された電 子/電 気 機器 類(OA機 器:コ

ピー ・ファックス ・オ フコン ・パ ソコンな ど,エ ア コ ン)・ 部 品

屑類 → 分別回収

実績(処 理t数)を 表1に 示す.

表1対 象品目別処理量の推移

3.基 本原理 ・プ ロセスフ ロー

「分 けれ ば資源,捨 てれば ごみ」 といわれ るように,本 事業 は,

前述 したように,廃 モ ータの ように鉄 と銅で構 成 されている もの

か らのそれぞれの資源の回収 をほぼ完全 に実施 し得 る ことを最大

の特徴 とす る。 これ に加 えて,よ り複雑 な素材 か ら構 成 されてい

る廃OA機 器等 の処理へ の展 開 を図 った こ とが 大 きな新規 性 と

なっている。従来,こ れ ら廃OA機 器等 は破砕 に よ り,主 と し

図1プ ロセス フロー

て鉄資源の回収 を目的 に処理 されて きたが,鉄 回収残渣(い わゆ

るシュレッダーダス ト)の 投棄 による資源 ・環境問題 を惹起 して

い た。特 に,こ れ らにははん だ(鉛&錫)等 の重 金属 が 当然 の

ことなが ら多用 されてお り,埋 立て処分を避け可能な限 り回収ルー

トに乗せ ることが環境対策上 も重要 なことであ る。

本事業 は,細 か な破砕 とふ るい分 け等の物理処理を行うことで,

鉄 ・アルミ ・非鉄 ・樹脂 とい った素材 を,そ れぞ れの業種 に,直

接 または間接的 に二次資源 またはエ ネルギ ー資源 と して活用可 能

なように前処理す ることに新規性 を見 出 した もの である。

プロセスフローの概要 を図 りに示す 。

また,処 理対象物 ごとのフローを図2に 示す 。

本方法 によれ ば,廃 モ ー タ等 は銅 ・鉄 につ いて,ほ ぼ100%

近 い回収率 となる。従来の処理法 は,鉄 付 き銅 としてそのまま鉄

鋼業 および非鉄製錬業で の二次原料 と しての利用 はあったものの,

すべ ての発生量 をカバ ー し,リ サ イクルす るほ どではなかった。

また,最 近提案 されている,(1)冷 凍破砕法(2)ア ル ミ溶融浴へ の

銅 の溶解取込 み法(3)溶 融温度差 を利用 した高温分離法 な どもコ

ス ト面 ・実用面 か ら一般 的な処理方法 とはなっていない。本方法

は,常 温 で機械 的に単体分離す るこ とか ら,エ ネルギー コス トが

低 く,ま た,回 収 された鉄 および銅 の純度 が高 く,二 次 資源 とし

て も付加価格 の高い もの として利 用 され てい る。 廃OA機 器 等

についていえば,従 来 の廃 自動車処理 シュ レッダープラントでは,

鉄 の リサイクル(重 量比 で30%)は なされていたが,大 半 は,

最 終処分(埋 立 て)さ れていたこ とになる。

本法では,鉄 回収後 の残渣 か らアル ミを回収 する ことが可能での 山送 り:非 鉄製錬所での非鉄スクラップ処理をいう。
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*1ア ルミ回収原料

*2金 銀滓(非 鉄二次資源)

図2対 象 品 目別の フローシー ト

さらにその残渣は,銅 をは じめ とする非鉄 ・貴金属 の回収 ルー ト

に乗せ ることが可能 とな った ことで,サ ーマル リサイクルを含 め

れば,ほ ぼ100%近 い回収率が達成 される こ ととな った。 さ ら

に,近 年特 に成長(生 産)の 著 しい,携 帯 通信機器,モ ーバ イル

ツール,お よび生産工程 または,廃 棄後の一次解体 か ら回収 され

る実装基板,電 子電気部品(ジ ャンク)等 の小型廃棄物 に対応す

るため によりコンパ ク トで密閉 された処理が可 能なプ ロセス(II)

も稼働 を開始 した。

4.装 置仕様 ・特徴

主な設備の仕様 を表2に,ま た設備 フローを図3に 示 す。

本設備 の特徴 は,徹 底 した単体分 離を機械 的手段 によ り行 い,

素材 産業へ二次資源 として供給 するこ とである。それぞれの素材

産業は,環 境対 策(大 気 ・水 質)面 での設備 ・技術上 の対応が優

れている こと,プ ラスチ ック類 を熱源 として利用 し得 る(サ ーマ

ル ・リサイ クル)こ と,ス ケールが大 きく処理許容量が大 きいこ

と等 の利 点がある反面,品 質的な受 け入 れ規格 が きび しいこと,

表2主 要装置の概要

マテ リアル リサ イクルで きる ものが絞 られてい ることな どの要素

もある。 これ ら処理委託先 のニーズ,特 徴 を的確 に捉 え,リ サイ

クル率が向上 する分 け方 をす ることが,本 事業の大 きなポイ ン ト

である。

5.応 用 分 野

本事業 の最大 の効果 は,複 雑 な構成物である電子電気機 器類,

事務機器類 を分別 し,そ れぞれの素材メ ーカーの処 理ルー トに乗

せ るこ とによ り,最 終廃棄物量(埋 立て等)を 抑制で きる ことで

ある。本事業 を,複 合素材廃棄物の前処理技 術 として,発 展拡大

させ るこ とによ り,廃 自動車,廃 家電等電気 機器類,廃 事務機 器

類,廃 電子機器類,お よび これ らの部品等の抱 える諸問題 を解 決

する有効 な手段 ・プロセスが開発 され ることが期待 で きる.す な

わち,鉄 ・非鉄 ・樹脂資源の リサ イクル率の向上 と,最 終投 棄物

の圧縮 による環境汚染の未然防止 を図 るものである.関 係する既

存 の資源素材産業の協力 は無論の こと,末 端に至る までの個々の

関連す るリサ イクル技術の開発 も重要であ る。現状 では,電 気 ・

電子産業 の生産 ラインか らの,発 生品,リ ースア ップ品等 の流通

過程で発生の押 さえられ るもの,中 間処理業者か らの委託(廃 モー

タな どは他 に適 当な処理法が ないため),な どが主 で あ る。本 流

である消費 → 廃棄 ルー トか らの回収 は,一 般廃 棄物 との境界 ・

収集方法 などに,一 企業 としては問題が多 くルー トにほとんど乗っ

ていない.今 後 の課題で もあ る。本事業が対象 としているものは,

個 々の成分含有量か らみれば,人 類が これ まで利用 し続けて きた

地下資源 よ りもはるか に高品位であ る。その意味では,人 類が永

年,生 産 ・備蓄 した二次資源 とい える。 しか しなが ら,今 日の製

錬 一精製技術 は鉱物資源か らの素材生産 に適合 する ように開発 さ

れてい る もので,こ れ ら二次資源か らの回収は現時点では,今 日

の製錬 一精製 プロセス に押 し込め る形 にす る(す なわち,分 離一

選別す る)こ とが必要であ る.本 事業は,ま ずその点 に着 目して

スター トしたものであ る。

一方
,二 次資源の特徴 を地下資源 と比較 してみ ると,

す なわち,「高品位であ るが鉱脈が薄 く,露 天 掘 りで あ るが採

掘面積が大 きい」 ものが,二 次資源であ るとい える。

したが って,本 事業 を運営する に当たっての最大の課題は,い

かに採掘 コス トを抑 え,集 荷 をスムース に行い得るか にかか って

いる。一企業の限界 も実 はこの部分 にあ る。資源 ・環境両問題の

解決 とい う目標達成のため,早 急 に社 会 システムの構 築に向けた

政策面,方 策面での対応 を希望す る。

「環境破壊型」か ら 「環境保全型」への転換 に向 け て,本 事 業

は,小 さな一歩ではあ るが,静 脈 と動脈 を繋 ぐ一つのモデル とな

り得 るもの と考 えてい る.今 後規模の増大 ・面的な拡大 を図って

い くの に十分 な価値 と応用分野が将来的にある と確信 している。

6.連 絡 先

会社名:(株)リ ーテム[旧 社 名(株)中 島商店]

住 所:水 戸工場 茨城県茨城町長岡3520

電 話:029-292-1220 FAX:029-292-1225

担当部署:東 京本社 営 業部

電 話:03-3258-8586 FAX:03-3251-5804
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図3リ ーテムプロセス設備 フロー
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